


 

《講評》 

大問Ⅰ 

Ⅰ-A：情報量が多く、さらに文字も多いので、得点しにくい。１～４まで解ければ十分だと思われる。 

Ⅰ-B：落ち着いて公式にあてはめると案外得点できる。 

Ⅰ-C：徐々に加速するという見慣れない設定だが、12～14 は標準的なので、得点したい。 

大問Ⅱ 

ポアソンの式を多用し、誘導に従って熱効率を求めていく際に計算が複雑で時間がかかり、計算ミスをしがち。 

また、内容的にも難しい。１～５と７を得点したい。 

【全体講評】 

全体的に難化。見慣れない問題が多く、計算が複雑で内容も難しい。 

60 分の制限時間で考えると、受験生にとってはかなりきつい内容だったと思われる。 

合格ラインは 5 割台になるのではないか。 


